
24
春
闘
は
、
様
々
な
課
題
で
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
転
換
期
を
迎
え

た
情
勢
の
中
で
た
た
か
わ
れ
ま

す
。
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
私
た
ち
の

運
動
は
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
改
定
に
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
2
・

5
％
」
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
、

賃
上
げ
に
特
定
し
た
改
定
内
容
を

盛
り
込
ま
せ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
医
療
崩
壊
、
介
護
崩
壊

が
現
実
と
な
り
、
こ
の
国
の
医
療

・
介
護
・
福
祉
提
供
体
制
の
脆
弱

さ
の
克
服
を
求
め
る
世
論
は
高
ま

り
ま
し
た
。
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
に
よ
り
、
与
党
自
民
党
内
の

政
治
腐
敗
構
造
が
明
る
み
と
な

り
、
政
治
転
換
を
求
め
る
国
民
世

論
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

止
ま
ら
な
い
物
価
上
昇
と
円
安
の

中
で
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
20

カ
月
以
上
マ
イ
ナ
ス
を
続
け
、
世

界
的
に
も
日
本
だ
け
賃
金
が
上
が

ら
な
い
状
況
か
ら
、
大
幅
賃
上
げ

や
全
国
一
律
最
賃
と
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
声
は
か
つ
て
な
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
と
国
民
共

通
の
切
実
な
要
求
実
現
に
向
け
た

情
勢
は
切
り
開
か
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
情
勢
の
変
化
だ
け
で

は
、
運
動
は
す
す
み
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
の
組
合
員
が
、
情
勢
の

動
き
に
向
き
合
い
、
要
求
の
切
実

さ
に
強
い
関
心
を
示
し
、
要
求
実

現
に
確
信
を
持
っ
て
、
い
か
に
主

体
的
に
運
動
に
関
わ
れ
る
か
が
、

こ
の
有
利
な
条
件
を
確
実
に
要
求

実
現
に
結
び
つ
け
る
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
職
場
で
の
対
話
を

広
げ
、
自
分
事
と
し
て
運
動
に
参

加
す
る
仲
間
を
増
や
し
、
24
春
闘

を
歴
史
的
な
要
求
実
現
の
春
闘
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大大
幅幅
賃賃
上上
げげ
のの
実実
現現
でで

人人
員員
増増
にに
つつ
なな
げげ
、、
働働

きき
続続
けけ
らら
れれ
るる
たた
めめ
のの

労労
働働
条条
件件
のの
実実
現現
をを

自
公
政
権
が
財
界
と
一
体
と
な

っ
て
す
す
め
て
き
た
新
自
由
主
義

政
策
に
よ
っ
て
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
が
増
大
し
、
労
働
者
性
を
は

く
奪
さ
れ
て
個
人
事
業
主
化
さ
せ

ら
れ
た
労
働
者
も
増
や
さ
れ
、
大

企
業
が
空
前
の
利
益
を
上
げ
る
一

方
で
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
下

が
り
続
け
る
異
常
な
国
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
掲
げ

る
、
「
だ
れ
も
が
8
時
間
働
け
ば

ま
と
も
な
暮
ら
し
が
で
き
る
」
賃

金
・
労
働
条
件
の
実
現
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
り
、
当

り
前
で
ま
と
も
な
要
求
で
す
。
生

計
費
原
則
に
基
づ
い
て
、
24
春
闘

で
も
、
最
賃
全
国
一
律
1
5
0
0

円
以
上
を
掲
げ
、
年
齢
別
ポ
イ
ン

ト
賃
金
要
求
と
、
月
額
平
均
4
万

円
以
上
、
時
給
2
5
0
円
以
上
の

大
幅
賃
上
げ
要
求
を
求
め
ま
す
。

労
使
対
等
な
立
場
で
労
使
交
渉
を

行
う
た
め
に
は
、
労
働
組
合
の
立

場
を
使
用
者
と
対
等
に
す
る
た
め

に
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
ス
ト
ラ

イ
キ
権
を
活
用
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
組
合

が
統
一
回
答
指
定
日
翌
日
に
医
労

連
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
、

交
渉
で
回
答
を
引
き
上
げ
ま
す
。

安安
全全
・・
安安
心心
のの
医医
療療
・・
介介

護護
をを
実実
現現
すす
るる
大大
運運
動動

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
と
に

か
く
増
員
」
が
必
要
で
す
。
「
見

せ
ま
し
ょ
『
署
名
』
の
力
を
」
な

ど
の
資
料
で
学
習
と
意
思
統
一
を

行
い
、
す
べ
て
の
組
織
が
国
会
請

願
署
名
の
取
り
組
み
強
化
を
す
す

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会

保
障
を
守
り
拡
充
さ
せ
る
課
題
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は

保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
運

動
に
力
を
入
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
保

険
証
は
国
民
か
ら
も
見
放
さ
れ
つ

つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
23
年
度
補
正
予
算
で
約
1
8
0

0
億
円
を
マ
イ
ナ
関
連
事
業
に
つ

ぎ
込
ん
で
強
引
に
推
進
を
図
り
、

24
年
12
月
で
現
行
保
険
証
の
廃
止

を
閣
議
決
定
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
通
常
国
会
が
終
わ
っ
て
か
ら

は
マ
ス
コ
ミ
も
こ
の
問
題
で
の
世

論
調
査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

お
そ
ら
く
今
で
も
現
行
の
保
険
証

廃
止
の
撤
回
を
求
め
る
国
民
世
論

は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
署

名
を
引
き
続
き
集
め
、
国
会
に
提

出
し
、
24
年
の
通
常
国
会
で
保
険

証
廃
止
を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

憲憲
法法
改改
悪悪
阻阻
止止
、、
戦戦
争争

法法
廃廃
止止
、、
いい
のの
ちち
とと
平平

和和
をを
守守
るる
政政
治治
のの
実実
現現

岸
田
首
相
は
、
「
憲
法
改
正
の

議
論
に
国
民
が
主
体
的
に
参
画
す

る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
」
な

ど
と
、
改
憲
派
に
約
束
し
て
い
ま

す
。
政
治
に
無
関
心
で
い
る
と
、

こ
の
信
念
も
自
分
の
考
え
も
持
た

な
い
よ
う
な
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
好

き
放
題
に
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
、
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
憲
法
学
習
で
す
。
職

場
の
中
で
平
和
憲
法
の
重
要
性

や
、
岸
田
改
憲
策
動
の
危
険
性
を

大
い
に
語
り
、
憲
法
・
平
和
「
連

続
セ
ミ
ナ
ー
」
を
活
用
す
る
な
ど

学
習
機
会
を
増
や
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２２００
万万
医医
労労
連連
早早
期期
達達
成成

！！
要要
求求
前前
進進
のの
土土
台台
とと

なな
るる
組組
織織
強強
化化
・・
拡拡
大大

医
療
・
福
祉
産
業
の
労
働
者
数

は
9
0
0
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
仲
間
が
要
求
を

同
じ
く
し
て
運
動
が
す
す
め
ば
、

世
論
を
変
え
、
自
公
政
権
が
す
す

め
る
国
民
不
在
の
政
治
を
転
換
さ

せ
ら
れ
る
だ
け
の
影
響
力
と
な
り

う
る
で
し
ょ
う
。

賃
上
げ
や
大
幅
増
員
な
ど
私
た

ち
の
切
実
な
要
求
を
前
進
さ
せ
る

に
は
、
と
も
に
立
ち
上
が
る
仲
間

を
増
や
し
、
労
働
組
合
の
組
織
を

強
化
・
拡
大
す
る
こ
と
が
な
ん
と

し
て
も
必
要
で
す
。

20
万
医
労
連
早
期
実
現
に
向

け
、
全
組
織
が
組
織
拡
大
を
重
点

課
題
に
位
置
づ
け
、
す
べ
て
の
新

入
職
員
を
組
合
に
迎
え
、
非
正
規

雇
用
労
働
者
や
介
護
労
働
者
の
加

入
、
転
退
職
者
の
組
合
継
続
を
重

視
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
医
療
・

社
会
保
障
政
策
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ら
れ
る
組
織
建
設
を
め
ざ
し

て
着
実
に
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
書
記
長森

田

進

日
本
医
労
連
は
、
1
月
17

日
〜
18
日
、
第
55
回
中
央
委

員
会
を
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
で

開
催
し
、
2
0
2
4
年
春
闘

方
針
案
を
活
発
な
討
論
で
補

強
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
35
本
の
発
言

（
文
章
発
言
含
む
）が
あ
り
、

23
秋
闘
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
24
春
闘
に
む
け
て
の
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
は
、

「
構
え
」
と
と
も
に
、
「
ス

ト
回
避
基
準
の
議
論
」や「
組

合
で
学
習
を
強
化
し
た
い
」

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
能
登
半
島
地
震
の

報
告
と
支
援
の
訴
え
も
あ
り

ま
し
た
。

産
別
統
一
ス
ト
権
は
75
票

の
賛
成
で
確
立
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
鎌
倉
幸
孝
中
央

副
執
行
委
員
長
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
し
、
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
の
リ
ー
ド

に
よ
る「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
散
会
し
ま
し
た
。

「令和６年能登半島地震」被
災支援について、日本医労連
は全労連に歩調を合わせてい
くとともに、日本医労連とし
て各加盟組織に救援募金活動
の取り組みを呼びかけます。
（詳細：医労連発第１１２号）

2
0
2
4
年
の
幕

開
け
午
後
4
時
頃
、

ス
マ
ホ
の
地
震
速
報

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
響

い
た
。
そ
の
直
後
、

テ
レ
ビ
は
一
斉
に
石

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
大

地
震
が
発
生
し
た
と
報
じ
た
▼
死

者
は
2
0
0
人
を
超
え
、
30
人
以

上
の
方
の
安
否
が
不
明
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
全
容
は
つ
か
め
て

い
な
い
。
物
心
両
面
に
渡
る
激
励

と
必
要
な
支
援
を
集
中
し
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
や
医
療
の
復
旧
を
は
じ

め
、
1
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻

す
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
▼
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
寄
り
添
っ
た
対

応
と
心
身
の
健
康
維
持
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
は
自
治
体
職
員

と
医
療
労
働
者
、
土
木
建
築
労
働

者
や
運
輸
労
働
者
の
数
と
力
が
必

要
不
可
欠
だ
。と
こ
ろ
が
、こ
れ
ま

で
国
は
自
治
体
職
員
や
医
療
労
働

者
の
待
遇
と
人
員
を
削
り
に
削
っ

て
き
た
。
土
木
建
築
労
働
者
や
運

輸
労
働
者
の
賃
金
・
待
遇
は
劣
悪

な
状
況
に
置
か
れ
、
深
刻
な
人
手

不
足
と
技
術
が
継
承
さ
れ
な
い
と

い
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
早
急

な
復
旧
・
復
興
を
妨
げ
る
要
因
と

な
っ
て
い
る
▼
労
働
者
の
賃
金
や

待
遇
切
り
下
げ
は
、結
局
、国
民
の

安
全
と
安
心
を
切
り
崩
し
、
生
活

基
盤
を
破
壊
す
る
こ
と
に
し
か
な

ら
な
い
。
こ
の
間
の
大
規
模
自
然

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
多

く
の
国
民
が
気
付
き
始
め
て
い
る

▼
24
春
闘
は
、
国
民
に
安
心
と
安

全
を
取
り
戻
し
、
被
災
地
に
1
日

も
早
く
日
常
を
取
り
戻
す
国
民
春

闘
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス

ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
大
幅
賃
上
げ

を
勝
ち
取
り
、
社
会
的
力
関
係
を

変
え
る
大
き
な
一
方
を
踏
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
組
合

の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ストライキを構えて２４
春
闘

春
闘
方
針
を
決
定

第
５５
回
中
央
委
員
会

大幅賃上げ実現大幅賃上げ実現大幅賃上げ実現
医労連統一ストライキを構えて

〈２４春闘スケジュール〉
２月２２日
春闘要求提出
スト権確立期限
３月６日～７日
春の対政府中央行動
３月１３日
２４春闘統一回答指定日
３月１４日
２４春闘全国統一行動日
３月２５日～２９日
交渉集中
回答引き上げゾーン

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間１，５００円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）１１２３２９６

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る

第１８１９号 2024年1月25日

編集・発行

日本医療労働組合連合会
〒１１０-００１３ 東京都台東区入谷１-９-５
日本医療労働会館3階 TEL０３（３８７５）５８７１
発行 毎月２・４木曜日

（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可



（2）第1819号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2024年1月25日

2
0
2
3
年
10
月
〜
2
0
2
4
年
1
月
末
日
ま
で
実
施
す
る
「
日
本

医
労
連
2
0
2
4
年
春
闘
・
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
調
査

状
況
を
紹
介
し
ま
す
。調
査
は
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で
の
集
約
も

進
め
、
1
月
10
日
現
在
、
約
2
万
6
千
人
分
の
集
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●物価が高くなり生活水準が低くなってきて
いる。安心して暮らせるくらい、賃金を上
げて欲しい。

●夫婦二人、フルタイムで正職員として働い
て、子供二人を育てています。特別贅沢な
生活をしている訳ではないが、生活が苦し
い。増税、社会保険料の値上げ、海外への
投資、海外留学生の優遇等する前に自国民
の生活を守って欲しい。

●男女差別あり。女性が扶養手当もらえない。
●マンパワー不足で看護の質が極端に下がっ
ていることに上層部が気づいていないんじ
ゃないかと不安になる。

●物価が高すぎる。貯金ができなくなった。
子育て支援をもっと充実させてほしい。一
時金を増やしてほしい。一人世帯とかでな
く共働き世帯でも、子どもの人数。多いと
お金足りない。

●まず、賃金を上げないと、人は入らない、
辞めていく！

●とにかく人手不足
●プライベートの充実が難しい

賃
金
不
足
額

昨
年
よ
り
３
千
円
上
回
る

４
万
３
３
３
７
円

生
活
実
感
か
ら
く
る
賃
金
不
足
額

の
平
均
は
、
統
一
要
求
額
の
「
月
額

平
均
4
万
円
以
上
」
の
水
準
と
な
る

4
万
3
3
3
7
円
、
昨
年
比
で
2
6

6
4
円
増
で
す
。
「
5
万
円
」
が
32

・
5
％
と
最
高
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5
万
円
以
上
不
足
し
て
い
る
と
い
う

声
が
5
割
を
超
え
ま
し
た
。

生
活
が
苦
し
い
…
「
食
費
」
へ

の
負
担
感
が
ト
ッ
プ
に

生
活
実
感
に
つ
い
て
は
、
「
か
な

り
苦
し
い
」
（
15
・
7
％
）
「
や
や

苦
し
い
」
（
44
・
3
％
）
あ
わ
せ
て

60
・
0
％
の
人
が
苦
し
い
生
活
実
感

を
訴
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
合
計
55

・
5
％
と
比
較
し
て
も
、
生
活
が
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が

う
か
が
え
ま
す
。
生
活
実
感
の
中

で
、
「
一
番
負
担
に
感
じ
て
い
る
」

項
目
の
1
位
が
「
食
費
」
、
2
位
が

「
税
・
社
会
保
険
料
」
、
3
位
が
「
住

居
費
」
と
続
い
て
お
り
、
物
価
高
騰

の
影
響
が
家
計
を
圧
迫
し
、
食
費
へ

の
負
担
感
が
1
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

不
動
の
１
位
は
「
賃
金
が
安
い
」

「
職
場
の
不
満
」
で
は
、
正
職
員

で
「
賃
金
が
安
い
」
63
・
8
％
と
半

数
以
上
が
不
満
に
感
じ
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
人
員
が
少
な
い
」
45
・
9

％
、
「
一
時
金
が
少
な
い
」
が
27
・

7
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇

用
職
員
で
も
、
「
賃
金
が
安
い
」
が

52
・
3
％
と
1
位
で
し
た
。
賃
上
げ

要
求
額
も
年
々
上
が
っ
て
お
り
、
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
は
、
ゆ
ず
れ
な

い
切
実
な
要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
要
求

１
位
「
最
低
賃
金
引
き
上
げ
・

全
国
一
律
制
導
入
」

「
政
府
に
対
す
る
要
求
で
最
も
重

視
す
る
も
の
」
で
は
、
2
0
2
3
年

に
続
き
、
「
最
低
賃
金
引
き
上
げ
・

全
国
一
律
制
導
入
」
が
51
・
0
％
と

1
位
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
と
比
較

し
て
も
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
求

め
る
声
は
、3
％
ほ
ど
増
え
て
お
り
、

半
数
の
人
が
「
誰
で
も
8
時
間
働
け

ば
ま
と
も
な
暮
ら
し
」
を
す
る
た
め

に
は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
地
域

間
格
差
を
解
消
し
、
全
国
一
律
制
導

入
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
最
低
賃

金
引
き
上
げ
を
求
め
る
声
は
、
年
々

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
の
実
現
を
め
ざ
し
て

「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
は
、
3
4
5

2
人
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
賃
上
げ
に
関
す

る
声
が
1
5
0
0
件
以
上
で
、
全
体

の
中
で
も
多
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
物
価
高
の
苦
し
さ
を
訴
え

る
声
も
多
く
、
人
手
不
足
に
よ
る
負

担
感
に
つ
い
て
も
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
切

実
な
声
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
24

春
闘
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
強
く

打
ち
出
し
な
が
ら
た
た
か
い
に
向
け

た
意
思
統
一
を
す
す
め
、
大
幅
賃
上

げ
に
向
け
て
大
い
に
奮
闘
し
ま
し
ょ

う
。

30
年
失
わ
れ
た
実
質
賃
金
の
引
き

上
げ
を

は
じ
め
に
、
厚
労
省
前
で
物
価

高
を
乗
り
き
る
大
幅
賃
上
げ
、
全

国
一
律
最
低
賃
金
1
5
0
0
円
の

実
現
、
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改

革
反
対
、
労
働
時
間
法
制
の
規
制

強
化
な
ど
を
掲
げ
て
厚
労
省
前
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
4
つ
の

組
織
か
ら
の
決
意
表
明
の
ほ
か
、

全
労
連
黒
澤
幸
一
事
務
局
長
の
行

動
提
起
で
は
、
「
30
年
失
わ
れ
た

実
質
賃
金
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

ろ
う
」
と
し
て
「
ケ
ア
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
や
た
た
か
う
労
働
組

合
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
で
仲
間
を
増
や

し
て
、
労
働
組
合
の

陣
地
を
広
げ
、
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
力
を
行
使
し
て

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

内
部
留
保
を
賃
金
に
ま
わ
せ
！

東
京
丸
の
内
を
デ
モ
行
進
し
た

あ
と
の
日
本
経
団
連
包
囲
行
動
で

は
、
主
催
者
挨
拶
で
全
労
連
の
小

畑
雅
子
議
長
は
、
実
質
賃
金
が
低

下
す
る
中
で
内
部
留
保
が
5
2
7

兆
円
を
超
え
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
24
春
闘
を
「
一
人
ひ
と
り
の

尊
厳
を
取
り
戻
す
た
た
か
い
」
と

し
、
大
幅
賃
上
げ
や
最
低
賃
金
1

5
0
0
円
の
実
現
を
求
め
て
24
春

闘
を
た
た
か
い
抜
く
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
体
で
闘
争

宣
言
を
確
認
し
、
経
団
連
に
向
か

っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

1
月
12
日
、国
民
春
闘
共
闘
、全
労
連
、
東
京
春

闘
共
闘
、
千
代
田
春
闘
共
闘
は
、
厚
労
省
前
や
日

本
経
団
連
前
で
、
24
春
闘
闘
争
宣
言
行
動
に
約
5

0
0
人
の
参
加
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

職場の不満

非正規職員

退職金が
ない・少ない

正規職員
との格差

正規職員

人員が
少ない

一時金が
少ない

１
位

２
位

３
位

６割が「生活苦しい」６割が「生活苦しい」
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賃金が安い

「春闘・働くみんなの要求アンケート」中間報告

もう限界もう限界

２２４４春春闘闘闘闘争争宣宣言言行行動動２２４４春春闘闘闘闘争争宣宣言言行行動動

今回の調査に寄せられた仲間の声
「ＶＯＩＣＥ！」を一部紹介します。
今回の調査に寄せられた仲間の声

「ＶＯＩＣＥ！」を一部紹介します。

ＶＯＩＣＥ！
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11月17日、神奈川県横
浜市鶴見区にある「恩賜
財団・済生会横浜市東部
病院（横浜市の中核病院
として高度専門医療を中
心に提供する病院）」で、
労働組合が結成されまし
た。若い看護師中心に10
人以上組織し、職場の要
求実現運動と仲間増やし
をすすめています。
経過は2023年の7月、病棟内で働く看護師が労働相談として
神奈川県医労連を訪れました。「コロナ禍で頑張ってきたのに
一時金が減らされた」「実質無給で始業前残業をしている」「人
員増と賃上げで職員のモチベーションを上げ離職防止を」等の
思いとともに、「我慢も限界。組合つくりたい」との意気込み
が出されました。複数回の会合を重ね、労働組合結成と医労連
加盟に至りました。
後日、単組役員4人が勇気を持って結成通知書と要求書を院
長に手渡しました。年末年始には、2度病院前で朝宣伝も実施。
「ＱＲアンケート付組合ニュース」を職員に渡し、受け取りも好
調で、既に50人以上からアンケートが寄せられています。また、
1月11日に初の団体交渉を行い、労使協議会の設置、組合掲示
板や時間外会議室使用などを勝ち取りました。賃上げ、増員、
時間管理の要求には隔たりがあるものの、離職防止は双方重点
課題として共通認識に。新組合の進撃が堂々とはじまりました。

日本医労連は2024年春闘前
進を目指すべく今年も「春闘
グッズ」として、春闘ポスタ
ー、パンフレット、ワッペン
を作成しました。
ポスター、パンフレットの
データは、日本医労連ホーム
ページ「宣伝物」のページよ
りダウンロードできます。ワ
ッペンは個別注文となりま
す。注文書もホームページに
アップロードしています。
右ＱＲからもアクセスでき
ます。各組織で積極的にご活
用ください。

医労連の１０００ある単組・支部で運動に、組織拡
大に奮闘する「ふやす人」をご紹介します。
今回は、京都医労連の今城繁喜さんです。2023年12月2日、神奈

川県中郡大磯町にある湘
南大磯病院（2023年3月
に東海大学から徳洲会に
事業転換した一般病院）
で労働組合が結成されま
した。看護師を中心に11
人＋αからスタートし、
職場の要求実現運動と連
動して仲間増やしをすす
めています。
経過は、神奈川県医労連への労働相談から出発。職場が事業
転換して以降、現場労働者からの雇用不安や設備改善等を含め
切実な声が職場内で高まっており、自分たちの職場と家族を守
るため労働組合をつくる運びとなりました。最初の相談の段階
から思いを同じくする職員が結集しています。ここの組合の特
徴は、子育てママが多い組合員構成となっており、結成大会で
はお子さんが沢山いる中で行われました。ご家庭の事情も考慮
したオンラインでの協議を中心に、限られた時間で工夫を凝ら
して運動をしています。県医労連の支援方法含め新しい労組活
動の在り方が求められています。
結成後に早速要求書を提出し、書面での回答書も受け取りま
した。ただ、納得できる回答ではなかったため、これから団体
交渉を実施することになります。仕事も家庭も組合も大事にす
る仲間たちと、引き続き連帯を強めていきます。

2
0
0
6
年
の
組
合
結
成
時
は

13
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
、
大
学
時

代
か
ら
の
仲
の
良
い
友
人
達
が
中

心
で
し
た
。
そ
の
後
、
1
8
0
人

ま
で
組
合
員
を
増
や
し
ま
し
た

が
、ど
ん
ど
ん
と
退
職
し
て
い
き
、

昨
年
秋
に
は
66
人
ま
で
減
っ
て
い

ま
し
た
。

2
0
2
1
年
4
月
に
亀
岡
シ
ミ

ズ
病
院
へ
異
動
と
な
っ
た
直
後
、

法
人
の
御
用
組
合
で
あ
る
全
シ
ミ

ズ
労
組
の
役
員
を
や
っ
て
い
る
職

員
か
ら
組
合
の
活
動
に
つ

い
て
相
談
が
あ
り
、
色
々

と
話
す
中
で
役
員
任
期
が

終
わ
れ
ば
洛
西
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
病
院
労
組
へ
移
籍
す

る
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
趣
味
の
バ
イ
ク

を
通
じ
て
オ
ペ
室
師
長
と

も
友
達
に
な
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
秋
闘
の
要
求
や
そ
の

回
答
を
知
ら
せ
た
結
果
、

活
動
に
共
感
し
て
真
っ
先
に
洛
西

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
労
組
へ
移
籍

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
師
長
さ

ん
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
20
人
が
移
籍
と
な
り
ま

し
た
。

医
労
連
は
働
く
み
ん
な
の
労
働

条
件
を
よ
く
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
る
ん
だ
と
言
う
こ
と
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
仲
間
ふ
や

し
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
は
、
第
5
回
憲
法

平
和
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
11

月
30
日
に
開
催
。
東
京
法
律
事
務

所
の
岸
朋
弘
（
き
し
と
も
ひ
ろ
）

弁
護
士
を
講
師
に
、
「
憲
法
は
実

現
で
き
る
〜
最
近
の
憲
法
訴
訟
の

紹
介
も
含
め
〜
」
を
テ
ー
マ
に
基

本
的
人
権
に
つ
い
て
、
行
い
ま
し

た
。基

本
的
人
権
を
規
定
す
る
憲
法

第
3
章「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」

を
あ
げ
、
人
権
を
不
当
に
制
限
や

侵
害
す
る
法
律
が
作
ら
れ
て
も
、

憲
法
98
条
1
項
「
こ
の
憲
法
は
、

国
の
最
高
法
規
で
あ
っ
て
、
そ
の

条
規
に
反
す
る
法
律
、
命
令
、
詔

勅
及
び
国
務
に
関
す
る
そ
の
他
の

行
為
の
全
部
又
は
一
部
は
、
そ
の

効
力
を
有
し
な
い
」
に
よ
っ
て
無

効
に
な
る
。
大
多
数
で
決
め
た
法

律
も
、
一
人
の
人
権
で
も
不
当
に

侵
害
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
人
権

が
優
先
さ
れ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

憲
法
の
人
権
規
定
は
、
「
過
去

の
失
敗
リ
ス
ト
」
だ
と
述
べ
、
言

論
統
制
が
悲
惨
な
戦
争
に
つ
な
が

っ
た
過
去
の
失
敗
か
ら
「
表
現
の

自
由
」、
「
検
閲
の
禁
止
」
が
つ
く

ら
れ
た
と
紹
介
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
な
ど
、
新
た
に
出
て
き
た
人
権

は
、
13
条
「
幸
福
追
求
権
」
を
根

拠
に
保
障
さ
れ
る
と
し
ま
し
た
。

人
権
規
定
が
あ
る
か
ら
何
が
で

き
る
の
か
。
①
札
幌
地
裁
の
違
憲

判
決
に
よ
り
立
法
の
動
き
に
つ
な

が
っ
て
い
る
「
結
婚
の
自
由
を
す

べ
て
の
人
へ
」
訴
訟
、
②
生
活
保

護
基
準
の
引
き
下
げ
処
分
を
、
大

阪
地
裁
が
実
質
的
な
生
存
権
（
25

条
）
の
侵
害
だ
と
認
め
た
「
い
の

ち
の
と
り
で
」
裁
判
、
③
生
活
の

困
窮
に
つ
な
が
る
年
金
の
段
階
的

引
き
下
げ
が
25
条
な
ど
を
侵
害
す

る
と
提
起
さ
れ
た
年
金
裁
判
、
の

3
つ
の
訴
訟
を
紹
介
。
憲
法
を
実

現
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

悪
法
に
反
対
す
る
な
ど
、
い
ま
認

め
ら
れ
て
い
る
権
利
を
奪
お
う
と

す
る
動
き
を
阻
止
す
る
こ
と
、「
教

育
を
受
け
る
権
利
」
を
根
拠
に
高

等
教
育
無
償
化
を
求
め
る
な
ど
、

権
利
を
ど
ん
ど
ん
訴
え
て
実
現
す

る
努
力
を
す
る
こ
と
、
の
2
点
を

あ
げ
ま
し
た
。

24
春
闘
宣
伝
物

�
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

いまある権利が失われることを想像し、権利を奪

う動きには断固反対していくこと、憲法を根拠に権

利をどんどん訴えて実現する努力をすること、それ

が憲法を実現するために重要なことです。

▲ワッペン

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう

�
ポ
ス
タ
ー

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
労
働
組
合

今
城

繁
喜

執
行
委
員
長

徳洲会・湘南大磯病院労働組合
神奈川県医労連

ＳＹＴ労働組合
神奈川県医労連

▲次回のチラシ

岸弁護士
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●
子
供
達
と
一
緒
に
書
き
初
め
を

し
ま
し
た
。
つ
い
で
に
去
年
の
目

標
の
振
り
返
り
を
し
た
ら
、
家
族

み
ん
な
達
成
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
岡
山
・
ヤ
ス
）

●
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
お
り
ま

す
。
楽
し
め
る
情
報
、
タ
メ
に
な

る
記
事
が
満
載
で
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
私
の
産
ま
れ
故
郷
、
石
垣
島

の
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
問
題
や
、
私

達
の
勤
め
る
市
立
の
病
院
施
設

が
、
民
営
化
の
危
機
に
瀕
し
て
い

た
り
と
、
色
々
落
ち
着
か
な
い
年

末
で
す
が
、
来
年
こ
そ
は
こ
の
経

験
を
登
竜
門
に
、
成
長
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

読
ん
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
ね
☆

（
愛
媛
・
山
里
敬
一
郎
）

日
本
医
労
連
は
11
月
27
日
、
地
域

医
療
振
興
協
会
と
団
体
交
渉
を
行
な

い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
、
う
わ
ま
ち

病
院
労
組
（
神
奈
川
）
、
伊
東
市
民

病
院
労
組
（
静
岡
）
、
飯
塚
市
立
病

院
労
組
（
福
岡
）
の
仲
間
と
各
県
医

労
連
代
表
者
、
地
域
医
療
振
興
協
会

労
組
対
策
会
議
担
当
者
合
わ
せ
て
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

協
会
本
部
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な

ど
の
賃
上
げ
要
求
に
対
し
、
「
規
定

通
り
に
や
っ
て
い
る
。
賃
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
」と
回
答
。
参
加
者
は
、

「
規
定
通
り
に
す
る
こ
と
は
当
た
り

前
。
賃
上
げ
を
考
え
る
よ
う
に
交
渉

し
て
い
る
。
考
え
て
い
な
い
と
い
う

回
答
は
お
か
し
い
」
と
回
答
を
正
し

ま
し
た
が
前
進
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
た
業
績
評
価
制
度
の
試

行
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
実

施
の
反
対
を
改
め
て
訴
え
る
と
と
も

に
、
現
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状

況
も
紹
介
し
な
が
ら
、
評
価
者
の
資

質
に
つ
い
て
も
疑
問
で
あ
る
と
し
、

公
平
な
評
価
は
不
可
能
と
訴
え
ま
し

た
。伊

東
市
民
病
院
労
組
の
参
加
者

は
、
当
該
労
組
が
行
な
っ
た
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
示
し
、
「
辞
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
半
数
以
上

い
る
。
職
員
を
紹
介
す
る
よ
う
に
言

う
が
、
辞
め
た
い
と
思
う
職
場
を
紹

介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
人
が
定
着

す
る
た
め
に
は
、
賃
上
げ
と
人
手
不

足
の
解
消
、
な
に
よ
り
今
い
る
職
員

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
強
調
し
ま
し
た
。

【パズル解答】1817・18号の答えは「トウリユウ
モン」でした。正解者の中から抽選でクオカード
を贈呈します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を2／1（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03―3875―6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

団
体
割
引
率
１５
％

自
動
車
共
済
の
団
体
割

引
率
は
2
0
2
3
年
10
月

〜
2
0
2
4
年
9
月
ま
で

15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
で
家
計
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。い
ま
、「
共
済
だ
よ
り
」

を
お
読
み
の
皆
さ
ん
、
ま

ず
は
見
積
も
り
依
頼
を
し

て
く
だ
さ
い
。
安
さ
を
実

感
で
き
、
見
積
り
を
し
た

方
の
半
数
が
自
動
車
共
済

を
選
ん
で
い
ま
す
。
家
族

の
ク
ル
マ
も
自
動
車
共
済

に
す
る
方
が
多
く
い
ま

す
。他

保
険
の
等
級
も
引
き

継
げ
ま
す
。
保
険
の
更
新

時
期
が
く
る
前
に
、
一
度

お
見
積
も
り
く
だ
さ
い
。

加
入
者
か
ら
の
お
手
紙

◆
補
償
内
容
が
シ
ン
プ
ル

で
分
か
り
や
す
く
、
掛
金

も
安
か
っ
た
の
で
加
入
し

ま
し
た
。
見
積
り
も
早
く

担
当
者
の
説
明
も
充
分
で

し
た
。
―
ト
ヨ
タ
・
ア
ル

フ
ァ
ー
ド

◆
も
ら
い
事
故
で
情
け
な

い
く
ら
い
等
級
が
下
が
っ

て
し
ま
い
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
自
動
車
共
済
で
驚

く
ほ
ど
安
い
掛
金
に
な

り
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま

す
。―
ス
ズ
キ
・
ハ
ス
ラ
ー

◆
思
い
切
っ
て
見
積
も
り

を
出
し
た
ら
掛
金
が
安

く
、
同
じ
等
級
を
引
き
継

げ
る
こ
と
が
決
め
手
と
な

り
ま
し
た
。
見
積
り
を
希

望
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

―
ホ
ン
ダ
・
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ

要
求
実
現
は
ス
ト

と
と
も
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
ド
ラ
「
ブ

キ
ウ
ギ
」
で
は
、
劇
団
経
営

陣
が
賃
金
削
減
と
団
員
の
解

雇
を
進
め
た
こ
と
に
対
し

て
、
女
性
劇
団
員
が
ス
ト
ラ

イ
キ
（
以
降
、
ス
ト
）
を
決

行
し
た
様
子
が
描
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
半
世
紀
さ
か
の

ぼ
っ
た
1
8
8
6
年
に
は
山

梨
県
甲
府
市
の
「
雨
宮
製
糸

工
場
」
の
女
工
た
ち
が
、
長

時
間
労
働
に
抗
議
し
て
日
本

初
の
ス
ト
を
決
行
し
ま
し

た
。
医
療
で
も
、
私
た
ち
の

先
輩
が
1
9
6
0
年
に
人
権

闘
争
と
し
て
「
病
院
ス
ト
」

を
行
い
、
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
、
看
護
職
の
全
寮

制
の
廃
止
や
通
勤
の
自
由
な

ど
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

世
界
で
も
ス
ト
が

ト
レ
ン
ド

昔
は
凄
か
っ
た
と
い
う
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
で

も
ス
ト
を
配
置
し
た
賃
金
交

渉
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
業
界

で
は
、
組
合
側
が
4
年
間
で

40
％
の
賃
上
げ
を
求
め
て
ス

ト
を
決
行
し
ま
し
た
。
ス
ト

を
か
ま
え
て
交
渉
し
、
28
％

の
賃
上
げ
回
答
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
自
身

の
年
収
で
28
％
賃
上
げ
を
計

算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
欧

米
の
水
準
が
実
感
で
き
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
ト
報
道

を
観
て
い
る
と
、
ス
ト
も
イ

ベ
ン
ト
感
覚
か
と
思
え
ま
す

が
、実
際
は
、労
組
の
幹
部
が

職
場
に
入
り
、
丁
寧
に
要
求

討
議
を
進
め
て
、
ス
ト
を
配

置
し
て
交
渉
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
ス
ト
が

続
く

も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
そ
う

し
た
動
き
は
あ
り
ま
す
。

23
春
闘
で
は
全
医
労
の
ス

ト
が
大
き
く
報
道
も
さ
れ
、

地
域
や
全
国
で
た
た
か
う
仲

間
を
励
ま
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
西
武
百
貨
店
や
テ
レ
ビ

山
口
な
ど
の
労
使
交
渉
で
も

ス
ト
が
行
わ
れ
、
報
道
も
繰

り
返
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
安
住
ア
ナ
も
報

道
番
組
で
ス
ト
に
つ
い
て

「
労
働
者
に
認
め
ら
れ
た
権

利
な
の
で
行
使
し
て
も
な
ん

ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

語
り
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

２４
春
闘
は
ど
ん
な

春
闘
か

そ
し
て
い
よ
い
よ
24
春
闘

の
本
番
を
む
か
え
ま
す
。

24
春
闘
は
、
長
年
に
わ
た

り
賃
金
が
定
昇
の
み
で
据
え

置
か
れ
、
一
時
金
の
切
下
げ

も
続
き
、
物
価
高
騰
や
増
税

に
よ
り
暮
ら
し
の
困
難
が
際

立
つ
も
と
で
の
春
闘
で
す
。

地
域
の
医
療
・
介
護
も
、

低
賃
金
の
た
め
人
員
確
保
が

で
き
ず
、
多
忙
さ
は
増
し
、

人
員
不
足
で
病
棟
や
施
設
の

維
持
に
困
難
が
生
じ
得
る
な

ど
、
提
供
体
制
に
厳
し
さ
が

増
す
も
と
で
の
春
闘
で
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
補
助
金
も
な

く
な
り
、
診
療
報
酬
も
本
体

改
定
は
1
％
未
満
と
低
水
準

で
、
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
春
闘
で
す
。

２４
春
闘
を
ど
う
た

た
か
う
か

大
幅
賃
上
げ
・
賃
金
底
上

げ
が
不
可
欠
な
春
闘
で
す
。

そ
の
実
現
に
む
け
て
は
、
暮

ら
し
の
要
求
を
基
本
に
、
職

場
の
み
ん
な
で
要
求
書
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
う
え
で
3
月
13
日
の
回
答

指
定
日
で
妥
結
で
き
る
回
答

を
引
き
出
す
た
め
に
、
経
営

者
要
請
行
動
な
ど
進
め
な
が

ら
、
14
日
の
ス
ト
配
置
を
行

う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

医
療
・
介
護
ま
も

る
賃
上
げ

先
日
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
で

日
本
の
高
級
ホ
テ
ル
の
欠
陥

は
「
従
業
員
を
最
賃
水
準
で

働
か
せ
て
い
る
こ
と
」
と
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
賃

水
準
で
は
求
め
ら
れ
る
徹
底

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
出
来

な
い
た
め
で
、
パ
リ
の
リ
ッ

ツ
は
周
辺
の
賃
金
最
高
額
の

1
・
5
倍
の
賃
金
を
払
っ
て

い
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
は
、
患
者
・

利
用
者
の
い
の
ち
・
健
康
を

守
る
大
切
な
仕
事
で
、
専
門

職
が
働
く
職
場
で
す
。

他
産
業
よ
り
賃
金
水
準
が

低
く
、
そ
の
た
め
人
員
確
保

が
で
き
ず
に
現
場
が
疲
弊

し
、
挙
句
の
果
て
に
病
院
・

施
設
が
維
持
で
き
な
く
な
る

状
況
を
つ
く
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
、
よ
り
よ
い
医
療
・

介
護
を
め
ざ
し
、
大
幅
賃
上

げ
・
賃
金
底
上
げ
を
実
現
す

る
春
闘
に
し
ま
し
ょ
う
。

内
田
博
之

賃
上
げ
と
人
手
不
足
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題

賃上げ勝ち取る準備をしよう

地
域
医
療
振
興
協
会
労
働
組
合
―
団
体
交
渉

自動車共済で家計の負担見直し


